
資料２
第３７期第１２回公運審

令和７年１月２９日

公民館名 事業区分 講座名

本館 成人教育事業 成人大学講座「平安文学の魅力」

成人学校「楽しくトレッキング～都民の森・紅葉編～」

成人学校「親指ピアノカリンバでクリスマスソングを奏でよう」

成人学校「追いかけ梅結びの水引正月リース制作」

東分館
男女共同参画教育
事業

男女共同参画講座「年金セミナー～年金の基本と新ＮＩＳＡを学ぶ～」

少年教育事業 子ども体験講座「防災食を使った親子料理教室」

青年教育事業 国際交流イベント「世界遺産から知る南米の生活と文化」

市民講座「わかりやすい相続税と贈与税」

高齢者学級「みどり・朴の樹学級」

陶芸入門「はじめての陶芸入門教室」

文化活動事業
音楽鑑賞のつどい「オペラって楽しい！Vol.10　ヴェルディ作曲「仮面舞
踏会」と「椿姫」」

公民館・図書館
連携事業

「ビブリオバトル in みどり」

青少年教育講座「冬の特別企画　小学生書き初め講習会」

若者による自主講座「子ども食堂　秋の味覚をみんなで楽しもう」

成人学校　健康づくり講座「はじめてのノルディックウォーキング」

成人学校　地域研究講座「こがねいロケ地さんぽ」

成人学校　子ども・子育て支援「パパと一緒に組み立てよう～ミニ四駆で
自動車のしくみを学ぶ～」

貫井北分館

公民館事業の報告

緑分館

成人教育事業貫井南分館

成人教育事業

成人教育事業

青年教育事業



成人学校　子ども・子育て支援「パパのための登山教室in御岳山」

陶芸入門「陶芸入門講座」

男女共同参画教育
事業

男女共同参画講座「ゆる系哲学ワークショップ　かぞくについて話そう」

文化活動事業
芸術のつどい　地域の芸術文化活動支援「江戸糸あやつり人形結城座講演
会」

　　
　　
　　
　　



金

金

金

施設名 事業名 講座名

公⺠館本館 成人教育事業 成人大学講座「平安文学の魅力」

目的・ねらい
「源氏物語」、「枕草子」、「今昔物語」を通じ平安文学の魅力に触れ、理解
を深める。

定員 30人） 応募者数 66人 区分 実人数 区分 実人数
東町 1人

受講者数
（延べ数）

30人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 なし 小学生以下

1人
（71人） 9人 21人 中学生 関野町

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 7人
２０代 中町 1人

募集方法 市報、月間こうみんかん、チラシ、HP
３０代 前原町 3人
４０代 3人 本町 10人

受付方法 Ｅメール、LOGOフォーム、往復はがき
５０代 3人 桜町 2人
６０代 5人 貫井北町 2人

実施場所 公⺠館本館学習室Ｂ
７０代 14人 貫井南町 3人
８０代以上 5人 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月1日 14時〜16時源氏物語を読む
⻫藤昭子さん（東京学芸大学准教
授）

2 11月8日 14時〜16時枕草子の世界
⻫藤昭子さん（東京学芸大学准教
授）

3 11月15日 14時〜16時今昔物語集の世界 川上知里さん（東京学芸大学講師）

企画実行委員・
担当職員感想

・全3回とも欠席した方が5人いた。抽選で30人以上が選にもれたことを考えると残念だった。今
後、何らかの対策があってしかるべき。
・内容も良く、参加者の満足度も高かったと思われるが、それぞれの内容を1回2時間の講座とす
るには、時間的に短かかったように思われる。

企画実行委員 近江、菅沼 担当職員 林

参加者感想
（一部抜粋）

・源氏物語をもっと知りたいと思い申し込みました。平安時代の人々も現代人も気持ちや思いは
変わらず、興味深い話でした。とても楽しかったです。
・枕草子の現代にも通じる話がおもしろく、読んでみたいと思います。
・今昔物語の魅力を分かりやすく伝えてくださって本当にありがとうございました。１０００年
前と言え、現在にも通じる人の思いをイキイキと感じることができました。
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金

火

施設名 事業名 講座名

貫井南分館 成人教育事業 成人学校「楽しくトレッキング〜都⺠の森・紅葉編〜」

目的・ねらい
  本格的な登山ではなく、初歩的なトレッキングを学びながら、同じ趣味の仲間づく
りを目的とする

定員 12人 応募者数 30人 区分 実人数 区分 実人数
東町

受講者数
（延べ数）

10人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 無し 参加費 無料 小学生以下

1人
(20人) 3人 7人 中学生 関野町

対象者 市内在住、在学の小学生とその保護者
15歳以上 緑町 2人
２０代 中町 1人

募集方法 往復はがき、Ｅメール
３０代 前原町 2人
４０代 本町 1人

受付方法
10月9日(水)(必着)までに、市応募フォーム、往
復はがきまたはＥメールで

５０代 1人 桜町 2人
６０代 1人 貫井北町

実施場所
公⺠館貫井南分館 学習室A（事前学習）
都⺠の森（トレッキング）

７０代 8人 貫井南町 1人
記載なし 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月25日 14時~16時 楽しくトレッキング・紅葉編（事前学習） 越前屋博（北多摩山の会）

2 10月29日 8時〜16時 楽しくトレッキング・紅葉編（トレッキング） 越前屋博（北多摩山の会）

3

企画実行委員・
担当職員感想

 現地の天候不良で予定変更せざるを得なかったが、受講生も納得していただいたので、混乱な
く実施することが出来た。

企画実行委員 齊藤 担当職員 伊藤 、永嶋

参加者感想
（一部抜粋）

○大変楽しく参加出来ました。ありがとうございました。
○トレッキングを始める人には最適の講座と思いました。天気には恵まれませんでしたが、他は
全て申し分ない講座でした。ありがとうございました。

4

5
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水

水

水

企画実行委員・
担当職員感想

初めて触れる楽器を、3回で２曲のクリスマスソングを弾けるようになった。レンタル楽器だけ
では物足りなく、自分の楽器を講座期間中に購入される方も多く、今後継続する趣味となるきっ
かけとなったようです。

企画実行委員 持田 担当職員 永嶋

参加者感想
（一部抜粋）

・初めてカリンバを奏でてみましたが、とても楽しかったです。
・先生の指導が楽しく、分かり易かったです。
・年齢を感じた。こんなに頭と手が一致しないとは。ついてゆくのが大変でしたが。始めたいで
す。目標ができました。

4

5

2 11月27日 1時30分
〜3時30分 カリンバの練習②おめでとう、クリスマス 元木美砂さん（カリンバ協会認定講師）

3 12月11日 1時30分
〜3時30分 カリンバの練習③2曲の演奏 元木美砂さん（カリンバ協会認定講師）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月13日 1時30分
〜3時30分 カリンバの練習①きよしこの夜 元木美砂さん（カリンバ協会認定講師）

実施場所 公⺠館貫井南分館 学習室C
７０代 3人 貫井南町 2人
８０代以上 2人 市外（在勤・在学）

受付方法 市申込フォーム・Eメール・往復はがき
５０代 1人 桜町
６０代 4人 貫井北町 1人

募集方法 市報・月刊こうみんかん・チラシ
３０代 前原町 1人
４０代 本町

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町
２０代 中町 2人

東町 3人

受講者数
（延べ数）

10人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 1,600円 小学生以下

1人
28人 2人 8人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

貫井南分館 成人教育事業 成人学校「親指ピアノカリンバでクリスマスソングを奏でよう」

目的・ねらい

親指だけで弾いて演奏する楽器カリンバは指先を使うため、脳トレ・握力アップなど
フレイル予防にも効果的といわれています。
楽譜が読めなくてもタブ譜で演奏で、三回の講座でクリスマスソングを演奏できるよ
うに練習し、達成感を得ることを目的とする。

定員 10人 応募者数 20人 区分 実人数 区分 実人数

3



土

企画実行委員・
担当職員感想

講師により作りやすい方法を模索していただき、躓きの少ない工程で正月リースを完成すること
ができた。

企画実行委員 鈴木、持田 担当職員 永嶋

参加者感想
（一部抜粋）

・不器用で心配でしたが、丁寧に教えて頂いたので何とか形になりました、年越しが楽しみで
す。
・プロジェクター（実物投影機とテレビを使用）やマイクなどわかりやすい工夫をされていてよ
かったです。

4

5

2

3

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 12月6日 10時〜正午正月水引リースの制作 小松慶子さん（水引デザイナー）

実施場所 公⺠館貫井南分館 学習室AB
７０代 １人 貫井南町 3人
８０代以上 1人 市外（在勤・在学）

受付方法 市申込フォーム・Eメール・往復はがき
５０代 2人 桜町
６０代 2人 貫井北町 2人

募集方法 市報・月刊こうみんかん・チラシ
３０代 前原町
４０代 2人 本町

1人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 2人
２０代 中町

東町

受講者数
（延べ数）

8人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 1,000円 小学生以下

8人 8人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

貫井南分館 成人教育事業 成人学校「追いかけ梅結びの水引正月リース制作」

目的・ねらい
市内在住の講師を招き、ものづくりを通して地域コミュニケーションを図る。
伝統工芸品の水引細工の作り方を実際に触れる機会をつくる。

定員 10人 応募者数 50人 区分 実人数 区分 実人数
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受講者数
（延べ数） 26人

男 女
保育 なし 参加費 無料 小学生未満

16人 そのほか 小学生 2人
3人 13人 中学生 関野町

東町 4人
梶野町

施設名 事業名 講座名

東分館 男女共同参画教育事業 男女共同参画講座「年⾦セミナー〜年⾦の基本と新ＮＩＳＡを学ぶ〜」

目的・ねらい
年⾦セミナー系講座として、公的年⾦制度の基本を学ぶとともに新ＮＩＳＡについて
も学び、将来を考える連続講座として実施する。

定員 16人 応募者数 16人 区分 実人数 区分 実人数

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 2人
２０代 中町 1人

募集方法
市報10月15日号、月刊こうみんかん10月号、ポス
ター・チラシ、市ＨＰ、東センターＨＰ、東分館Ⅹ

３０代 前原町 1人
４０代 本町 3人

受付方法 メール、往復はがき
５０代 5人 桜町
６０代 8人 貫井北町 1人

実施場所 東分館集会室A・B
７０代 2人 貫井南町 2人
８０代以上 1人 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月12日 公的年⾦制度の基本と仕組み
（加入制度、保険料、受給額など等）

2 11月26日 人生の転機における対応
（障害年⾦、遺族年⾦、離婚分割など）

狩野文子
（社会保険労務士・年⾦アドバイザー）10-正午火

3 12月10日 新ＮＩＳＡを学ぶ〜どんな備えをするとよいか 有田美津子（ファイナンシャルプランナー）

企画実行委員・
担当職員感想

・アンケートにもあるように、必要課題として生活に役立つ講座を今後も企画できたらと思う。
（職員感想）

企画実行委員 舟川 担当職員 鈴木 

参加者感想
（一部抜粋）

・とても良い勉強になりました。今後も生活に役立つ講座を希望します。
・大変参考になりました。今後も継続してセミナーを開催して欲しい。
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目的・ねらい
防災食（ローリングストック）を工夫した簡単で美味しい調理法を学ぶ。また、防災
食と身近にある食材を工夫することで、親子または学校や学年を超えた交流を講師と
参加者間が深める。

定員 24人 応募者数 21人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

緑分室 少年教育事業 子ども体験講座「防災食を使った親子料理教室」

2人
3人 11人 中学生 関野町

東町

受講者数
（延べ数）

14人 男 女 そのほか 小学生 7人 梶野町
保育 なし 参加費 1,000円 小学生以下

対象者 市内在住・在学の小学生の親子
15歳以上 緑町 4人
２０代 中町 4人

2人
４０代 7人 本町

募集方法
市報こがねい10月１５日号、ポスター・チラ
シ、市ＨＰ、緑センターＨＰ、緑センターＸ

３０代 前原町

６０代 貫井北町 2人
受付方法 Ｅメール（多数抽選）

５０代 桜町

８０代以上 市外（在勤・在学）
実施場所 公⺠館緑分館 家事実習室

７０代 貫井南町

潮田 彩さん（アヤキッチン合同会
社代表、調理師）
酒井 桃子さん（アヤキッチン合同
会社、補助講師）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

寒天をつかったデザート、アルファー米を
活用したオムライスや、スープご飯をつく
る。また防災食と身近にある調味料をあわ
せて、「食べたい」に変化する工夫を考え
る。

10時-12時土11月9日1

企画実行委員・
担当職員感想

・定員１２組のところ１０組申込。２組は学校の行事の関係で事前キャンセル、１組は子どもの
体調不良で当日キャンセル。

企画実行委員 植竹 担当職員 伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

・防災食を日常食べるきっかけになった。子どもは普段たまごを割ろうともしなかったのでよい
体験になった。・非常食をアレンジするという考えがなかったので、新鮮でした。そのまま食べ
るより、スープごはんにした方が満足度が全然ちがうと感じました。・火をつかって料理するの
がたのしかった。・みんなといっしょにして、たのしかった。

6



月

月

企画実行委員・
担当職員感想

受講者が、とても熱心に学習している様子が感動的だった。また、受講者が講座終了後の後片付
けを積極的・協⼒的に関わり公⺠館らしさを感じた。保育は設定しましたが、希望者はなし。

企画実行委員 宮本、寺沢 担当職員 伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

講師の先生のお話がとても分かりやすく、話に引き込まれた。もっとこの先生の講義を受けた
いと思った。世界遺産、南米について学習意欲を駆り立てられました。インカにとても興味があ
り、訪れたこともありましたが更に深ぼりしたいと思います。
南米、ヨーロッパ、東アジア（含日本）の歴史や横断的に学ぶことの重要性をあらためて痛感
しました。
「南米の生活と文化」というタイトルに、もう少し現代に通ずる話も期待してしまった。「歴
史と文化」のほうがふさわしい気がしました。

2 11月25日 10-12
スペインによるインカ帝国の滅亡とプレ・
インカ（講義）

目⿊ 正武 さん（元・ＮＰＯ法⼈ 
世界遺産アカデミー 客員研究員）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月18日 10-12
世界遺産の基礎知識とインカ文明の特徴
（講義）

目⿊ 正武 さん（元・ＮＰＯ法⼈ 
世界遺産アカデミー 客員研究員）

実施場所 公⺠館緑分館 学習室ＡＢＣ
７０代 15⼈ 貫井南町
８０代以上 3⼈ 市外（在勤・在学）

受付方法 メール、往復はがき
５０代 2⼈ 桜町 2⼈
６０代 8⼈ 貫井北町

募集方法
市報、ポスター、チラシ、市HP、緑センター
HP、公⺠館と緑センターのx

３０代 前原町 3⼈
４０代 1⼈ 本町 5⼈

対象者 市内在住・在勤・在学
15歳以上 緑町 10⼈
２０代 中町 3⼈

東町 3⼈

受講者数
（延べ数）

29⼈ 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 あり 参加費 なし 小学生以下

3⼈
(50⼈) 12⼈ 17⼈ 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

緑分館 ⻘年教育事業 国際交流イベント「世界遺産から知る南米の生活と文化」

目的・ねらい
国際化の時代に、外国について学び、世界遺産を通して歴史や文化を知ることによ
り、南米の国々の生活と文化に対する理解を深める。

定員 30⼈ 応募者数 30⼈ 区分 実⼈数 区分 実⼈数
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木

木

木

木

2 11月21日 10-12

4 12月5日 贈与税 実践編〜相続時精算課税と各種特例制度〜

企画実行委員・
担当職員感想

・講師の説明が分かり易かった。毎回、質問が多く寄せられるなど、受講生も非常に熱心であった。
・相続税や贈与税の制度は、改正されることが多いため、次年度以降も開催して欲しいとの感想が寄せられ
た。また、今回は４回連続講座で開催したが、回数を減らして開催しても良いのではないか、との意見も寄
せられた。

企画実行委員 植竹、大蔵、川上、宮本 担当職員 倉本

参加者感想
（一部抜粋）

・保坂先生の話が丁寧で分かり易く、雰囲気も柔らかくてお話がすんなり入ってきました。相続
及び税のことは言葉が難しく、とっつきにくく本を開いてもなかなか内容がつかめなかったです
が、講座を受けてからは少しづつ理解ができるようになりました。とても感謝しています。あり
がとうございました。運営の皆様もありがとうございました。雑談もとても有意義で面白かった
です。

3 11月28日 10-12 贈与税 基本編〜贈与税のしくみと暦年課税〜

相続税 実践編
〜将来に向けて知っておきたいこと・備えておきたいこ
と〜

10-12

保坂 正克（税理士）

保坂 正克（税理士）

保坂 正克（税理士）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月14日 10-12 相続税 基本編〜相続税のしくみと⺠法の基礎知識〜

実施場所 公⺠館緑分館 学習室ＡＢＣ
７０代 13人 貫井南町 3人
８０代以上 5人 市外（在勤・在学）

保坂 正克（税理士）

受付方法 メール、往復はがき
５０代 7人 桜町 1人
６０代 5人 貫井北町 2人

募集方法 市報10月15日号、月刊こうみんかん10月号、チラシ、ポス
ター、市ＨＰ、緑センターＨＰ、緑分館Ｘ

３０代 前原町

来館者数
（延べ数）

5人
４０代 本町 3人

2人

15人 15人 0人 中学生 関野町

対象者 市内在住、在勤、在学
15歳以上 緑町 7人
２０代

30人
（110人）

梶野町

中町 2人

男 女 そのほか 小学生
小学生以下

施設名 事業名 講座名

緑分館 成人教育事業 市⺠講座「わかりやすい相続税と贈与税」

目的・ねらい
令和５年度税制改正により、相続税や贈与税の一部が改正され、令和６年１月１日か
ら施行された。改正のポイントを整理し、相続税と贈与税についてわかりやすく学ぶ
ことを通して、税制への関心を高めることを目的とする。

定員 24人 応募者数 62人 0 実人数 区分 実人数
東町 5人保育 なし 参加費 なし
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目的・ねらい
地域の高齢者が、健康で心豊かに暮らすために、外出する機会を、生きがいを見つけ
る機会、趣味や学習を深める機会、仲間づくりの機会を提供する。

定員 24人 応募者数 28人 0 実人数 実人数

施設名 事業名 講座名

緑分館 成人教育事業 高齢者学級「みどり・朴の樹学級」

1人保育 なし 参加費 なし 小学生以下

24人
（308人）

梶野町

中町

0
東町

1人

男 女 そのほか 小学生

緑町 14人
２０代

募集方法 市報4月1日号、月刊こうみんかん4月号、チラシ、ポス
ター、市ＨＰ、緑センターＨＰ、緑分館Ｘ

３０代 前原町

来館者数
（延べ数）

４０代 本町 2人

4人

10人 14人 0人 中学生 関野町

対象者 65歳以上の市⺠
15歳以上

受付方法 往復はがき
５０代 桜町 2人
６０代 1人 貫井北町

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）
1

別紙に詳細2

4
3

実施場所 公⺠館緑分館 学習室ＡＢＣ
７０代 13人 貫井南町
８０代以上 10人 市外（在勤・在学）

企画実行委員・
担当職員感想

カルチャーセンターと混同されない内容を作るのはむずかしいと思うが、来期も工夫して楽しい
運営ができると良いと思う。多様なテーマがありバランスも良かった。参加者は自主的に運営で
きる回があれば良いのではないか。（企画実行委員）
参加者は学習意欲が高く各回共とても熱心に受講していた。アンケート結果からは講座全体を通
して好評であったことが窺えた。特に「ボッチャ」、「名勝指定１００周年を迎える小金井桜」
等、地域や健康に関するテーマが高評価であった。来年度も、参加者の学習意欲を高められるよ
う、多様な学習の機会を提供していきたい。

企画実行委員
⾚尾（〜7月）、東（〜7月）、苅込（〜7月）、植⽵
（7月〜）、⼤蔵、川上（7月〜）、後藤、寺澤（7月
〜）、宮本

担当職員 倉本

参加者感想
（一部抜粋）

・変化があって良かった。身近な問題からそれを広げて行く事で、今後の生活に役立つ事が出来
た。遠足も良かった。
・高齢者学級は、初めてではありませんが、今回も充実した内容でした。特に、国会議事堂に行
けたのがとてもよかったです。
・座学・運動・郊外学習とバランスよく運営されていた。
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公民館緑分館 令和 6 年度高齢者学級 

回 日程 内容 回 日程 内容 

1 5/8 

開級式・ 

マジックショー・手品体験 

マサトモジャさん 

（マジシャン・大道芸） 

9 9/18 
秋の夜長に空を見上げて「天体の話」 

坪内 重樹さん（プラネタリウム解説員） 

2 5/22 
みんなでボッチャを楽しもう 

 どこでもボッチャ隊 
10 10/2 

防災について 

小野 修平さん 

（ジョージ防災研究所 代表） 

3 6/5 

詐欺に遭わないために知って 

おきたいこと 

 市消費生活相談員 

11 10/16 
【野外研修】国会議事堂（参議院）、 

印刷博物館見学（予定） 

4 6/19 

SOMPO 美術館を何倍も楽しむ 

「ロートレック～ 

日本・デザインの原点～」 

 斎藤 陽一さん（美術ジャーナリスト） 

12 10/30 

名勝指定１００周年を迎える 

小金井桜 

 髙木 翼郎さん（市生涯学習課 学芸

員） 

5 7/3 【遠足】SOMPO 美術館 13 11/6 
小金井市 副市長講話 

 神山 伸一さん（小金井市副市長） 

6 7/17 

いつまでも健康でいるための 

食事と栄養の摂り方  

管理栄養士（市健康課） 

14 11/20 

腹式呼吸で体力ＵＰ 

（スポーツ吹き矢） 

杉山 勝英さん 

（日本スポーツウエルネス吹矢協会  

上級公認指導員） 

7 7/31 

落語を楽しもう・前半の振り返り 

 聞楽亭 志ん夜さん 

（夢一夜落語の会） 

15 
12 月
11 日 

東洋医学と漢方のチカラ！ 
 黒田 明平さん 

（東京薬科大学 薬学部 教授） 

8 9/4 

賢くオトクな省エネのノウハウ 

 沼田 美穂さん 

（消費生活アドバイザー、 

環境カウンセラー） 

16 12/18 

閉級式・発声と健康 

 坂本 みちこさん 

（一般社団法人日本声磨き普及協会  

認定インストラクター） 

 ※いずれも水曜日、午前１０時～正午（野外研修は別時間）内容等は一部変更になることがあります。 

定 員 

場 所 

参 加 費 

問 合 先 

公民館緑分館（小金井市緑町３－３－２３） 

無料 

６５歳以上の市民の方 

２４人（申込者多数の場合は抽選） 

小金井市公民館緑分館 

〒１８４－０００３ 小金井市緑町３－３－２３ 

☎０４２－３８７－７３０１ 

対 象 



企画実行委員・
担当職員感想

・講師、補助講師・スタッフの対応が良く、雰囲気が良かった。
・熱心な受講生が多く、活発な質疑応答をされているのが印象的だった。
・受講生の作品クオリティが高かった。
・既定での費用（材料費）を考えると内容的には破格の講座だと思う。（企画実行委員感想）
・「陶芸入門教室ギャラリー」の様な発表の場は、受講生にとっても嬉しいだろうし、求められ
ている事なのだろうと思った。（企画実行委員・職員 共通感想）

企画実行委員 植竹、宮本 担当職員 小畑

参加者感想
（一部抜粋）

・大変お世話になりました。初体験で分からないことが分からない状況でしたがたくさんの先生方（※補助
講師含）となごやかな雰囲気の中、楽しい時間をすごせました。
・毎週はきついので続けられないが、何年かしたら再開したい。土をさわることで、心が落ち着きました。
・多数のボランティアスタッフの方がサポートに来られていて、素晴らしいですね。
・ありがとうございます。作品は大切に使いたいと思います。

4

5

2

3

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 別紙資料、「講師・補助講師用」参照

実施場所 公⺠館緑分館 学習室Ａ・Ｂ・Ｃ
７０代 4人 貫井南町
８０代以上 市外（在勤・在学）

受付方法 Ｅメール、往復はがき
５０代 6人 桜町 1人
６０代 5人 貫井北町

募集方法
市報８月１５日号、月間こうみんかん８月号、ポスター、チ
ラシ、市ＨＰ、緑センターＨＰ、緑センターＸ（旧ツイッ
ター）

３０代 前原町 1人
４０代 1人 本町 1人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 5人
２０代 中町 2人

東町 4人

受講者数
（延べ数）

16人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 なし 参加費 5,000円（材料費）小学生以下

2人
（176人） 4人 12人 - 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

緑分館 成人教育事業 陶芸入門「はじめての陶芸入門教室」

目的・ねらい
陶芸の基礎から学び、体験し、その魅力の一端に触れる機会とする。また、講座を通
じた仲間づくりにより、地域とのつながりを深める。

定員 16人 応募者数 26人 区分 実人数 区分 実人数
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講師・補助講師用 

 

令和６年度 公民館緑分館 成人教育事業  

「はじめての陶芸入門教室」スケジュール 

 

回 日程 

*髙木先生 

作業内容 

 

詳細 

１ 9/20(金)* 挨拶・作陶 自己紹介・サイン表作成・スケジュ

ール・道具確認 

たたらでお皿づくり 

2 9/27(金)* 作陶 たたらで始めるひもづくり 

 

3 10/ 4(金)* 

 

作陶 かたまり作り（玉作り） 

4 10/11(金)* 

 

作陶 
削り 

5 10/18(金)* 

 

作陶 たたらで高さのある物を作る 

6 10/25(金)* 

 

作陶 仕上げ  

自由制作（残った粘土を使用） 

7 11/ 1(金)* 作陶  

仕上げ（削り、細工） 

 11/ 8(金) お休み  

8 11/15(金)* 素焼きの窯詰め (陶月)窯詰め後、サークル紹介 

- 11/18(月)  素焼き タイマー設定：8 時～16 時 

色見栓：12 時 (職員) 

9 11/22(金)  窯出し、施釉(４種類) 補助講師 

10 11/29(金)  施釉 補助講師 

- 12/ 4(水)  窯詰め  

- 12/ 5(木)  本焼き タイマー設定：5 時～17 時 

色見栓：9 時（職員） 

- 12/ 6(金) お休み  

11 12/13(金)* 

 

窯出し、発表会 (陶楽)補助講師 

※いずれも午前 10 時～正午 

＜備考＞ 

・粘土 1 人当たり、白土 1,850ｇ、赤土 1,000ｇ 

・すべての作品にサインを入れること（削り前は作品の中にサインの紙を） 

・１から５回目は基本の作陶で、補助講師は全体をみる。 

・６から７回目は自由制作。大きな物は作らない。 

・９，１０回目は釉薬を使うため靴にも注意 

・１１回目最終日は持ち帰りの袋の準備を忘れずに 



土

目的・ねらい
オペラは、物語の台詞にメロディーがき、歌と演奏が加わることで物語の印象や表現
がより豊かに表現。その普通の芝居鑑賞とは異なるオペラの魅力を、初めての方々に
も興味をもっていただけるような構成と解説で体感してもらう。

定員 60人 応募者数 84人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

緑分館 文化活動事業 
音楽鑑賞のつどい「オペラって楽しい！Vol.10 ヴェルディ作曲『仮面舞踏
会』と『椿姫』」

3人
(77人) 22人 55人 中学生 1人 関野町 1人

東町 8人

受講者数
（延べ数）

77人 男 女 そのほか 小学生 3人 梶野町
保育 あり 参加費 なし 小学生以下

対象者 市内在住・在勤・在学
15歳以上 緑町 30人
２０代 中町 5人

10人
４０代 2人 本町 8人

募集方法
市報、ポスター、チラシ、市HP、緑センター
HP、公⺠館と緑センターのx

３０代 1人 前原町

4人
６０代 14人 貫井北町 4人

受付方法 メール、往復はがき
５０代 9人 桜町

4人
８０代以上 19人 市外（在勤・在学） 人

実施場所 公⺠館緑分館 レクリエーション室
７０代 28人 貫井南町

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 12月7日 14-16
ヴェルディ作曲『仮面舞踏会』と『椿姫』
のハイライトの上演(レクリエーション室）

八方久美子(ソプラノ)、平川玲子(ソ
プラノ)、藤岡とみ子(メゾソプラ
ノ）、塩塚隆則(テノール）、神田宇
士（バリトン）、岩渕静(ピアノ)、
里田浩(司会)

企画実行委員・
担当職員感想

・ホールではなく公⺠館で開催することで、出演者を⾝近に感じ、また観覧者と共に跡⽚付けを
するなど、共に創り上げていくところが良かった。
・定員は60人でしたが、応募者多数につき、出演者と相談し、定員を増やして対応しました。
保育は設定しましたが、希望者はなし。

企画実行委員 大蔵、川上、後藤、寺沢、宮本 担当職員 伊藤

参加者感想
（一部抜粋）

・普段、鑑賞することのないオペラを、言葉がわからないが、生で聞けたことが良かった。
・年齢的に遠くに行くのが無理になりつつあるので、市の講座に参加して楽しんでいます。小金
井市の講座や個別のサークルも多く、他市の人に羨ましいがられています。
・とても素晴らしかったです。まさか丸々オペラに触れられると思っていなかったので感動しま
した。歴史の中で多くの人々の喜怒哀楽の光を存分に感じられ、心から感謝します。
・こんな⾝近でオペラを楽しめる機会を作っていただきありがとうございました。とても楽し
かったです。アンコールもとても良かったです。
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2

4

企画実行委員・
担当職員感想

「私のお薦め」の本をテーマに、公⺠館緑分館を会場に初めて「ビブリオバトル」を開催した。発表者は⼩学⽣以
上のため、市内⼩中学校、高校、大学、専門学校の図書室にチラシを設置してもらい、周知を図った。発表者とし
て学⽣の参加はなかったが、子育て世代の男性からシニア世代まで、多様な世代の４人が発表者として本を紹介
し、観覧者の投票で一番読みたくなった本を決定した。今後も学⽣が参加出来るように、開催日時や広報に工夫を
図りながら企画をしていきたい。

企画実行委員 なし 担当職員 倉本

参加者感想
（一部抜粋）

・初めて知る本、すでに読書済みの本、相方の紹介をいただいたが、どの本も興味深く、改めて手にしたい
本ばかりでした。ありがとうございます。
・初観覧でした。おもしろかったです。ありがとうございました。
・初めての参加なので勝手が良くわかりませんでしたが、絵本の紹介が多かったのでなじみ易かったです。
ビブリオバトル自体の説明をもっと広く伝えると人が集まるのでは・・・（チラシやＸなどで）。

3

5

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 12月15日 14−16

発表者が順番に1人5分間で「私のお薦め」の本を紹介し
た後に観覧者と発表者全員でその発表に関するディス
カッションを行い、投票をしてチャンプ本を決定した。
今回のチャンプ本は『ともだち』文：谷川俊太郎、絵：
和田誠、出版社：玉川大学出版部、に決定。

運営：公⺠館緑分館職員、
図書館緑分室職員

実施場所 公⺠館緑分館 学習室Ａ・B・C
７０代 1人 貫井南町

８０代以上 1人 市外（在勤・在学）
 市外1人／
記載無し1人

前原町 1人
４０代 本町

受付方法
発表者／電話、メール、窓口
観覧者／当日直接会場

５０代 2人 桜町
６０代 3人 貫井北町

⼩学⽣

募集方法
市報１１月１５日号、チラシ、ポスター、市ＨＰ、緑セン
ターＨＰ、緑分館Ｘ、市内⼩中高校、大学、専門学校の学校
図書館、大学図書館にチラシ設置

３０代

来館者数
（延べ数）

対象者

2人

5人 3人 0人 中学⽣ 関野町

⼩学⽣以上の方
15歳以上 緑町 2人
２０代

8人
（観覧者）

梶野町

1人 中町 1人

男 女 そのほか

なし 参加費 なし ⼩学⽣以下

施設名 事業名 講座名

緑分館 公⺠館・図書館
連携教育事業 「ビブリオバトル in みどり」

目的・ねらい

ビブリオバトルは、知的書評合戦とも呼ばれ「人を通して本を知る。本を通して人を
知る」をキャッチコピーに、⼩中高校、大学、一般企業の研修・勉強会、図書館、書
店などで行われている本の紹介コミュニケーションゲームである。ビブリオバトルを
通して、読書活動の推進を目的とする。

定員
発表者8人／
観覧者30人

応募者数
発表者4人／
観覧者８人

区分 実人数 区分 実人数

東町保育
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金

金

・コツを１人１人ていねいに教えてくれた。
・いままでで一番きれいに書けた書き初めでした。
・とてもしずかでしゅうちゅうしやすかったです。
・少々難しかったが、字をうまく書けたのでうれしい。

企画実行委員・
担当職員感想

参加する⼦どもたちの集中する姿や成⻑する姿がみられ、全体的に良かった。

企画実行委員 塚田、森 担当職員 ⻘栁

参加者感想
（一部抜粋）

2 12月27日 14-16 冬休み特別企画 小学生書き初め講座②(定員8名) 布施 杠華さん（書道サークル主宰）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 12月27日 10-12 冬休み特別企画 小学生書き初め講座①(定員8名) 布施 杠華さん（書道サークル主宰）

実施場所 貫井北分館 創作室
７０代 貫井南町

無回答 1人

受付方法 Eメール
５０代 桜町 2人
６０代 貫井北町 3人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 前原町 1人
４０代 本町 3人

対象者 市内在住・在学の小学３〜６年生
15歳以上 緑町 2人
２０代 中町 2人

東町

受講者数
（延べ数）

14人 男 女 そのほか 小学生 14人 梶野町
保育 参加費 無回答

(14人) 8人 6人 中学生 関野町

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 ⻘年教育事業 ⻘少年教育講座 「冬の特別企画 小学生書き初め講習会」

目的・ねらい 冬休みの宿題の定番である書道を勉強しながら、他学校や他学年との交流をはかる。

定員 16人 応募者数 29人 区分 実人数 区分 実人数
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土

企画実行委員・
担当職員感想

学生主体で、地域の方、企画実行委員、職員協力のもと無事に開催できた。応募方法や運営、時
間配分など課題は残るが次に活かしていきたい。

企画実行委員 塚田 担当職員 野津、原田

参加者感想
（一部抜粋）

・メニューが良かった
・折り紙が楽しかった

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月23日 12-14 子ども食堂 熊澤和也（きょうのおうち「ポラリス」代表）ほか

８０代以上 市外（在勤・在学）
実施場所 貫井北分館生活室A・B

７０代 貫井南町

1人
６０代 1人 貫井北町 4人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 1人 桜町
４０代 4人 本町

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 前原町

1人
２０代 中町 5人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町

5人 6人 中学生 関野町

東町

受講者数
（延べ数）

11人 男 女 そのほか 小学生 4人 梶野町
保育 参加費 300円 小学生以下 1人

目的・ねらい
食事をとりながら大学生や大人とお話をしたり、季節の食材を楽しむ。子どもと大
人、子ども同士、大人同士の親睦を深める。

定員 16人 応募者数 9人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 ⻘年教育事業 若者による自主講座「子ども食堂 秋の味覚をみんなで楽しもう」
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月

月

月

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 成人学校 健康づくり講座「はじめてのノルディックウォーキング」

目的・ねらい
生活習慣病の予防、リハビリや介護予防に、ダイエットや姿勢矯正に、スポーツやレ
クリエーションとして、ノルディックウォーキングをマスターし健康な体づくりをす
る。

定員 20人 応募者数 14人 区分 実人数 区分 実人数
東町 2人

受講者数
（延べ数）

14人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 参加費 900円 小学生以下

(34人) 2人 12人 中学生 関野町

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 3人
２０代 中町 1人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 前原町 1人
４０代 本町 4人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 桜町 1人
６０代 7人 貫井北町 2人

実施場所 貫井北分館学習室AB、小金井公園
７０代 6人 貫井南町
８０代以上 1人 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月21日 14-16 ノルディックウォークとは？（学習室A・B） 宮井桂子（スポーツオアシスインストラクター）

2 10月28日 14-16 さまざまな地形を歩いてみよう（小金井公園） 宮井桂子（スポーツオアシスインストラクター）

3 11月11日 14-16 美しくかっこよく歩いてみよう（小金井公園） 宮井桂子（スポーツオアシスインストラクター）

企画実行委員・
担当職員感想

定員20人に対し申込は14人だった。屋外を歩いたので、丁度良い人数だった。是非続けたいとい
う要望が多かったので自主サークル化の支援をしたい。

企画実行委員 土屋 担当職員 野津

参加者感想
（一部抜粋）

・楽しかった
・是非続けたい

4

5
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火

企画実行委員・
担当職員感想

・大森邸で参加者が一名いなくなった。今後は離れる際は必ずスタッフに伝えるように事前に参
加者に伝えるなどの対策をたてたい。

企画実行委員 塚田、土屋、原、森 担当職員 野津

参加者感想
（一部抜粋）

・大森邸は個人では入れないので楽しかった。紅葉の時期に行きたい
・四国88カ所は知らなかったので、近場にあることを発信したい
・新小金井駅に初めて行き、新鮮だった

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 10月29日 10-12：30 小金井のロケ地をまわる 閑野寿幸（市史編纂委員市⺠協⼒委員）

実施場所 新小金井駅、大森邸、小金井神社
７０代 7人 貫井南町 3人
８０代以上 市外（在勤・在学） 1人

受付方法 Eメール、往復はがき（多数抽選）
５０代 桜町 2人
６０代 4人 貫井北町 1人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 前原町
４０代 本町 2人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 1人
２０代 中町

8人 3人 中学生 関野町

東町 1人

受講者数
（延べ数）

11人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 参加費 小学生以下

目的・ねらい 映画やドラマなどのロケ地を巡り、小金井の魅⼒を探る

定員 12人 応募者数 11人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 成人学校 地域研究講座「こがねいロケ地さんぽ」
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土

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 成人学校 ⼦ども・⼦育て⽀援「パパと⼀緒に組み⽴てよう〜ミニ四駆で⾃動⾞のしくみを学ぶ
〜」

目的・ねらい

 父親を限定とした親⼦対象の講座。ミニ四駆を通じて組み⽴てる楽しさと
⾃動⾞の仕組みについて、⼀級⾃動⾞整備士から学ぶ。開催日を週末に設定
することで、公⺠館利⽤者の新規拡⼤と⼦育て中の父親同士の交流を図る。

定員 10組（20人） 応募者数 15組（30人） 区分 実人数 区分 実人数
東町 4人

受講者数
（延べ数）

18人 男 女 そのほか 小学生 9人 梶野町
保育 参加費 600円 小学生以下

16人 2人 中学生 関野町

対象者 市内在住・在勤の⼦育て中の男性と小学生
15歳以上 緑町 4人
２０代 中町 2人

募集方法
ポスター、チラシ
NPO法人HP、NPO法人X

３０代 1人 前原町 2人
４０代 5人 本町

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 3人 桜町
６０代 貫井北町 6人

実施場所 貫井北分館 学習室AB
７０代 貫井南町
８０代以上 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月16日 10-12 講義、組み⽴て、設置したコースで試走 辻 拓也（国家⼀級⾃動⾞整備士）

企画実行委員・
担当職員感想

・講師（読売⾃動⾞⼤学校 教員）だけでなく、2年生〜4年生の学生も整備学校で着⽤
 する作業着を着て各親⼦の担当となってサポート。全⻑40ｍの試走コースが好評。
 多数申し込みであったが、当日キャンセル1組あり。

企画実行委員 本多 担当職員 村山

参加者感想
（⼀部抜粋）

・⼦供の成⻑を把握できました。
・ミニ四駆を組み⽴てる楽しさと身近で電気に変化しつつある⾃動⾞への理解が進んだ。
・コースがあってよかった。シールをはるのがたいへんだった。
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土

企画実行委員・
担当職員感想

・少人数であったが、参加者同士の交流は深められた。周知方法が課題。
・父親を対象とした講座であったが、小学生を連れて来た参加者あり。

企画実行委員 本多、森 担当職員 村山

参加者感想
（一部抜粋）

・登山の基礎を学べた。
・御岳山に初めて来た。

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 12月7日 9-16 御岳山を歩きながらの実技学習 宮田 浩（自然ガイド）

3人
８０代以上 市外（在勤・在学）

実施場所 御岳山（東京都⻘梅市）
７０代 貫井南町
６０代 貫井北町 1人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 3人 桜町
４０代 本町

募集方法
市報、市報HP、月刊こうみんかん、チラシ
ポスター、NPO法人HP、NPO法人X

３０代 前原町
２０代 中町

対象者 小学生までの子育て中の男性
15歳以上 緑町

4人 中学生 関野町

東町

受講者数
（延べ数）

4人 男 女 そのほか 小学生 1人 梶野町
保育 参加費 小学生以下

目的・ねらい

・子育て世代がお子さんを連れて訪れやすい御岳山で、小学生でも観察
 しやすい動植物について、インタープリターから基礎知識を学ぶ。
・登山の楽しさ、基礎技術について学ぶ。
・子育て世代の父親同士の交流と公⺠館利⽤者の新規拡⼤を図る。

定員 10人 応募者数 3人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 成人学校 子ども・子育て支援「パパのための登山教室in御岳山」
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月

月

月

月

月

月

火

月

水

木

月

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 成人教育事業 陶芸入門「陶芸入門講座」

目的・ねらい 始めて陶芸をされる方を対象に作陶から本焼き迄を経験して陶芸の基礎を学ぶ。

定員 16人 応募者数 21人 区分 実人数 区分 実人数
東町 1人

受講者数
（延べ数）

16人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 参加費 2,600円 無回答

2人
(111人) 1人 15人 中学生 関野町

対象者
市内在住・在勤・在学の方
※初めて陶芸をされる方

15歳以上 緑町 3人
２０代 中町 1人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 2人 前原町 1人
４０代 5人 本町 1人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 4人 桜町
６０代 3人 貫井北町 5人

実施場所 貫井北分館 創作室、窯室他
７０代 2人 貫井南町 2人

無回答

先生がとても親切で分かりやすく、とても素晴らしい先生に出会えて良かったです。

企画実行委員・
担当職員感想

・班別は年代別なので作業時間に格差があった。
・班分けの課題、年齢別は良くなかったかも。

企画実行委員 土屋、森 担当職員 村山

参加者感想

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 9月30日 10-12 作陶①（作業説明、実習）等 東田 茂正さん（陶芸家）

2 10月7日 10-12 作陶②（作業説明、実習） 東田 茂正さん（陶芸家）

3

5

東田 茂正さん（陶芸家）

東田 茂正さん（陶芸家）

東田 茂正さん（陶芸家）

東田 茂正さん（陶芸家）

-

東田 茂正さん（陶芸家）

東田 茂正さん（陶芸家）

-

東田 茂正さん（陶芸家）12月2日

窯詰め

焼成（素焼き）

窯詰め

10-12

10-12

10-12

-

7

10-11

9-17

10-12

10-11

9-19

10-12 窯出し、作品鑑賞、DVD鑑賞等

釉かけ

10月14日

10月21日

10月28日

11月11日

11月12日

-

-

-

6

4

作陶③（作業説明、実習）

作陶④（作業説明、実習）

作陶⑤（作業説明、実習）

焼成（本焼き）

11月18日

11月27日

11月28日
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日

日

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 男女共同参画教育事業 男女共同参画講座「ゆる系哲学ワークショップ かぞくについて話そう」

目的・ねらい 家族のお悩み、困りごとを哲学対話し、家族のなかの男女共同参画について考える

定員 15人 応募者数 11人 区分 実人数 区分 実人数
東町 1人

受講者数
（延べ数）

10人 男 女 そのほか 小学生 2人 梶野町
保育 参加費 小学生以下

(13人) 2人 8人 中学生 関野町

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町
２０代 中町 1人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 1人 前原町 5人
４０代 3人 本町 2人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 3人 桜町
６０代 貫井北町 1人

実施場所 貫井北分館北町ホール
７０代 1人 貫井南町
８０代以上 市外（在勤・在学）

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月17日 10-12半 哲学対話 中川知美（哲学カフェ主宰）ほか

企画実行委員・
担当職員感想

・家族というテーマでの哲学カフェは難しかったが、参加者はいろいろ気づけたようだ。大人と
小学生が同じ輪で話し合ったのだが、賛否両論だった。

企画実行委員 塚田、原 担当職員 野津

参加者感想
（一部抜粋）

・モヤモヤしていたものがもっとモヤモヤした
・話したり、他の方の意見を聞いたり、考える良い機会だった

2 11月24日 10−12半 哲学対話 中川知美（哲学カフェ主宰）ほか
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水

目的・ねらい
『国記録選択無形⺠俗⽂化財』『東京都の無形⽂化財』に指定されている市内の結城
座を知り、地域の芸術⽂化活動を促進する。

定員 40人 応募者数 28人 区分 実人数 区分 実人数

施設名 事業名 講座名

貫井北分館 ⽂化活動事業 芸術のつどい 地域の芸術⽂化活動⽀援「江⼾糸あやつり人形結城座講演会」

1人
8人 16人 中学生 関野町

東町 1人

受講者数
（延べ数）

24人 男 女 そのほか 小学生 梶野町
保育 参加費 無回答 2人

対象者 市内在住・在勤・在学の方
15歳以上 緑町 5人
２０代 中町 1人

5人
４０代 本町 2人

募集方法 市報、ポスター、チラシ、市HP
３０代 前原町

2人
６０代 3人 貫井北町 2人

受付方法 Eメール、往復はがき
５０代 1人 桜町

2人
８０代以上 4人 無回答 2人

実施場所 貫井北分館北町ホール
７０代 14人 貫井南町

回 日程 内容（実施場所等） 講師（肩書）

1 11月27日 10-12 結城座の歴史・人形解説・舞台映像上映 結城孫三郎さん（13代目）

企画実行委員・
担当職員感想

人形劇を期待していた参加者からは不評だったが、人形解説などにとても満足している参加者も
いて、タイトルやリード⽂だけで内容を伝えるのは難しいと感じた。

企画実行委員 塚田、土屋、原、本多 担当職員 野津

参加者感想
（一部抜粋）

・公演では見られない人形の構造やあやつり方法などを教えていただいて日本⽂化の一端を知る
ことができて良い経験でした。
・あやつり人形がもっと多く演出があった物が見たかった。あやつり人形にもっとライトがあた
り、人形の細かい部分が見えたらいいと思った。
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